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全 16 回の講義で心にのこったことや気づいたことや学んだこと、今後の実践に活かして

いきたいことなど、感想もふくめてお書きください（自由記述）。 

 

私が講義を受けて特に心に残ったことは、本当の意味で子どもに寄り添うということです。

どうしても大人の目線や主観で、ケンカはあまりしてほしくないからと未然にケンカを防ぐ

ため仲介にはいったり、おせっかいでこの方が上手くいくからとアドバイスしたりしてしま

いますが、子どもにとってしたい事、してほしい事、必要なことは他にあるということを学

び、それは子どもの気持ちに寄り添っていないと気づかせていただきました。例えば、ケン

カは子どもにとって自分がやりたいことは、相手もやりたいことだという考えから、自分と

友達の思いは違うということに気づき学べるチャンスであるということを知り、ケンカをさ

せないことよりも、支えることが大切だと学びました。 

また、環境づくりや生活・運営・自然災害についても、すべての事が子どもの安全と安心

につながるということも学びました。保護者の方や学校との連携や、出席確認などについて

も、当たり前のことや単純なことほど、大切に丁寧に行うことの大切さを知りました。特に、

私達も日頃行っている出欠確認は、命の安全確認である大切な事ということを忘れない様に

したいです。 


